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１ 地域・家庭の方策への広尾っ子応援団本部としての支援について（方針）

① 地域・家庭の方策（再掲）

ＣＳ 取組 協議の方向性 決定

広尾小 ふるさと給食へ

のゲスト参加

前回は村瀬町長と漁協の方が出席したが、この取

組を町議会議員、生産者などへ拡大する。
〇

盆踊りへの参加

促進の環境づく

り

来年は、帰宅時間の情報交換を密にして一層促進

する。 〇

広尾町の歴史を

伝える現地視察

教育的価値の高いものが多く存在するが、教育課

程外（学校外）の取組として行う場合に課題が多

い。可能な範囲で検討する。

豊似小 子どもたちへの

声掛け

登校・下校時の子どもたちへの声掛けを、町内会

からお願いする。
〇

放課後の子ども

の居場所づくり

臨時の学校運営協議会で結論を出す。

学校農園を活用

した交流活動

来年に向け、可能な取組を検討する。
〇

広尾中 町内会活動への

参加を促進

国道沿い花壇の花の撤去作業や清掃活動などに

ついて、町内会と学校が情報交換しながら、双方

から生徒たちにボランティア参加を呼び掛ける。

〇

広尾町の歴史の

体験学習

授業として行う場合には教育課程レベルでの検

討が必要。学校外活動とする場合でも講師の発掘

等の課題がある。

② 方策への支援方針

①

広尾町の歴史を伝える取組の実現に向けた支援（教育委員会）

 郷土資料の保管、学校等への情報提供

 第 2 期未来塾の執筆者の情報提供・協力依頼（企画課との連携）

 社会教育事業を活用した体験学習の検討

②
各ＣＳで実施する方策に対する支援

 町内会活動への子ども参加の促進（各町内会）

 盆踊りへの子どもの参加の促進（商工会）

Ⅱ 協議事項
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２ 「放課後読書等ふれあい広場」の実施要項について

(ア)目 的

地域住民の参画を得て、児童生徒が様々な交流活動や体験活動ができる安全・安心な

放課後の居場所を提供するとともに、活動メニューや掲示物・展示物を工夫し、地域住

民が広尾っ子応援団の取組や児童生徒の活動状況について理解を深める機会を提供す

る。

(イ)主 催

広尾っ子応援団本部（事務局：広尾町教育委員会社会教育課）

(ウ)期 日

令和元年１０月１日（火）～令和２年３月１９日（木）の火曜日及び木曜日

広尾小学校の授業日

(エ)場 所

広尾町立広尾小学校余裕教室

(オ)対 象

小学校第４学年以上、保護者、地域住民

(カ)運営者

CS コーディネーター、安全管理補助員、ボランティア

(キ)日 程

14:30 15:10 16:00

４０分 ５０分

読書活動

自学自習
自発的な活動

(ク)参加

（１）児童は入室時に受付名簿に名前を記入し、退室時に運営者に申し出る。

（２）児童は「放課後読書等ふれあい広場」（以下、「ふれあい広場」）でまとまった時間

を過ごす。（入退室を繰り返さない。）

（３）保護者及び地域住民は活動時間内であればいつでも参加・見学ができる。

(ケ)その他

（１）ふれあい広場の運営は CS コーディネーターが中心となって行う。

（２）児童は受付を終えた時点で「ふれあい広場」の管理下とし、緊急時の対応及び保

護者との連絡は運営者が行う。
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（活動イメージ）

自発的な活動メニュー（例）

項目 活動内容

① 昔の遊び 剣玉、独楽、おはじき、おてだま、など伝承遊びを楽しみます。

② プログラミング プログラムを使って、自分の思い通りに玩具を動かします。

③ カプラ カプラを使って、イメージを形にすることの楽しさを味わいま

す。

④ ゲーム ボードゲームやカードゲームで楽しく交流します。

⑤ ドミノ倒し 色々な作品をつくって、友だちとドミノ倒しを楽しみます。

⑥ 読書活動・自学

自習

前半の読書や学習を継続して行います。自学自習として宿題を

行うこともできます。

児童や教職員、地域住民の方のアイディアも生かしながら、少しずつ選択の幅を広

げていく。

掲示物・展示物（例）

項目 内容

① CS に関する情

報

広尾っ子応援団だより、応援メッセージ、各学校の重点教育目

標、地域の取組などの掲示物

② 配当漢字 楽しみながら漢字を読んだり、書いたり、熟語をつくったりで

きるパズル形式の掲示物

③ パズル 数や形、言葉などのパズルを解く楽しみを味わうことができる

展示物や掲示物 （例：魔法陣、バベルの塔）

④ 掛け算の九九表 九九を唱えたり、表の規則を見つけたりするなどの活動ができ

る掲示物

⑤ 都道府県名 都道府県の名前や形、日本の中の位置をパズルにして覚えるこ

とができる掲示物

⑥ 歴史上の人物 社会科で扱うすべての人物を年代の古い順に並べる問題の掲

示物

⑦ 歌唱教材 小学校で扱うことになっている歌唱教材を聞くことができる

データ集

⑧ QR コード集 使用している教科書に掲載されているQRコードの一覧の掲示

物（読み取って教材を見ることができる）

 児童の意見も取り入れながら、充実していく。

 教職員の意見も取り入れ、タイムリーなものも掲示する。
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３ 広尾っ子応援団登録の促進

① 商工会と連携した家庭教育サポート企業等登録の一体的な促進

② その他啓発活動

本部委員と連携した理解啓発（各団体等の総会、会議等における呼びかけ）
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４ 教育講演会の開催について

① 南十勝ＰＴＡ連合会研修会及び広尾町ＰＴＡ連合会研修会

（石川尚子講演会兼広尾町コミュニティ・スクール報告会）

(ア)目的 広尾町におけるコミュニティ・スクールの取組を通して、地域・家庭・学校が一

体となった教育・子育てについて理解を深めるとともに、コーチングを通して、子ども

たちが自己肯定感をもち、希望をもって日々の生活を送れるようにするための大人の言

葉かけについて理解を深める。

(イ)主催 南十勝ＰＴＡ連合会 広尾町ＰＴＡ連合会 広尾町教育委員会

(ウ)日時 令和元年１０月３１日（木）１６：００～１８：００

(エ)会場 広尾町コミュニティセンター大ホール

(オ)参加対象（案内）

南十勝ＰＴＡ連合会役員、広尾町ＰＴＡ連合会役員及び会員、町議会議員、教育

委員、社会教育委員、民生児童委員、広尾っ子応援団本部委員、広尾町各学校運営

協議会委員、広尾っ子応援団員、広尾高等学校ＰＴＡ会員、一般住民

(カ)日程

15:45 16:00 16:05 16:35 17:55 18:00

受付
開
会
式

実践報告 講演

閉
会
式

広尾町のコミ

ュニティ・ス

クール

（仮題）

広尾っ子の自己肯定感をはぐくむために

(株)ゆめかな代表取締役 石川 尚子 氏

(キ)実践報告

（パネルディスカッション）

パネラー 広尾町各学校運営協議会代表

進行 広尾町ＣＳコーディネーター

(ク)講師 (株)ゆめかな代表取締役 石川 尚子 氏

経営者、起業家、管理職、営業職へのパーソナル・コーチングを行う傍ら、主として、

「コミュニケーションスキルの向上」「夢を叶えるコミュニケーション」「自発的な部下の

育成」「子どもの本音と行動を引き出すコミュニケーション」などをテーマにしたコーチ

ング研修、コミュニケーション研修の講師として活動中。小中学生、高校生、大学生から

企業の経営者まで幅広く講演活動を行う

(ケ)参加期待数

・広尾小学校ＰＴＡ ２０名 ・豊似小学校ＰＴＡ ５名

・広尾中学校ＰＴＡ ２０名 ・広尾高校ＰＴＡ ５名
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② 広尾っ子応援団本部主催教育講演会

(ア)ＮＰＯ法人地域生活支援ネットワークサロン代表理事 日置 昌世

演題「地域とのかかわりと子どもの自己肯定感（仮題）」

令和元年１２月２７日（金）１９：００～

(イ)株式会社ゆめかな代表取締役 石川 尚子

演題「広尾っ子の自己肯定感をはぐくむために２（仮題）」

令和２年１月２４日（金）１９：００～

５ 情報発信の方針について

① 広尾っ子応援団だより

これまで同様、学校運営協議会の協議内容、応援メッセージを中心にＣＳ制度の理解を

促進する。

② 広尾町公式ウエブサイト

広尾っ子応援だより、学校運営協議会報告を随時更新する。


